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武漢市で発生した新型コロナウイルスについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

1. 中国国内の状況 

(1) 武漢市における感染の状況 

中国の湖北省武漢市において発生した当初原因不明と言われた肺炎は、新型のコロナウイルス

が病原体であると断定された。武漢市における感染状況等は表１の通りである。 

表１：武漢市における感染の状況（2020 年 1 月 20 日現在、武漢市衛生健康委員会 HP を基に作成） 

項目 内容 

病原体 

新型のコロナウイルス（※１）。 

重症急性呼吸器症候群（SARS）、中東呼吸器症候群（MERS）とは異なる新しいウイル

ス。 

感染者 
累計 198 人（※２）、退院 25 人、 

入院隔離治療中 170 人（極めて重症 9 人、重症 35 人、軽症 126 人） 

死亡者 3 人 

感染源 
武漢市内の海鮮市場関係者の感染が多いため、同市場が感染源であると疑われてい

る。 

感染経路 

感染経路の詳細は、現時点では不明。 

家族間のヒト-ヒト感染の事例が報告されており、ヒト―ヒト感染の可能性は排除で

きない。 

症状 
主な症状は、高熱、倦怠感、咳、痰であり、一部の患者には呼吸困難の症状や胸部レ

ントゲンで両側の肺に病変が見られる。 

※１：コロナウイルスは、ヒトに蔓延している風邪のウイルス４種類と、動物から感染する重症肺

炎ウイルス２種類の合計６種類が知られている。深刻な呼吸器疾患を引き起こすことがある

重症急性呼吸器症候群（SARS）、中東呼吸器症候群（MERS）以外は、感染しても重症化せず

風邪に類似した症状に留まると言われている。 

【要旨】 

■ 昨年末に武漢市で発生した当初原因不明と言われた肺炎は、新型のコロナウイルスが原因と断定

された。 

■ 中国国内では、春節休暇の帰省や旅行等で延べ 30 億人が大移動すると言われており、感染

の広がりが懸念される。 

■ 企業においては、情報収集を継続すると共に、感染予防対策等の準備や事業継続計画（BCP）

等の確認を行うことが望ましい。 
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※２：年初から 1/15 までの感染者は累計 41 人と変わらず新たな感染は認められないと公表されて

いたが、1/16 に 4 人、1/17に 17 人、1/18 に 59 人、1/19 に 77 人の感染が新たに確認された。 

(2) 武漢市当局の対応 

武漢市衛生健康委員会は、国や湖北省と連携して、以下 5 つの対策を実施すると公表している。 

① 専門家等のリソースを活用して、早期の発見・診断・隔離・治療に全力を尽くす。 

② 感染源と疑われる海鮮市場の閉鎖と疫学的調査を行う。また、市内の公共施設や各市場にお

ける衛生管理指導を強化する。 

③ 感染症予防のための啓発を行い、住民の予防意識を醸成する。 

④ 中国政府や省が実施する病原体の調査に協力する。 

⑤ 中国政府の国家衛生健康委員会と協力して、WHO 等との情報共有を行う。 

(3) 中国国内の武漢市以外での感染の状況 

中国国内の武漢市以外の地域において、当局から公式に公開された情報は表 2 の通りである。 

表 2：中国国内における感染の状況（2020 年 1 月 20日現在） 

地域 発症者数 状況 

北京市 2 人 武漢に旅行歴のある患者への感染が、1/20 に公表された。 

広東省

深圳市 
1 人 年末に武漢を訪れた深圳在住の男性への感染が、1/20 に公表された 

 

2. 中国国外の状況 

(1) 感染の状況 

表 3 の通り、タイと日本で新型コロナウイルスの感染者が確認されている。 

表 3：中国国外における感染の状況（2020 年 1 月 20日現在） 

発生国 発症者数 状況 

タイ 2 人 

1/8 に武漢からタイに到着した中国人女性の感染が、1/13 に公表された。 

1/13 に武漢からタイに到着した中国人女性の感染が、1/17 に公表された。 

日本 1 人 
1/6 に武漢から帰国した男性の感染が、1/15 に確認された。海鮮市場には立

ち寄っておらず、近親者からの濃厚接触で感染した可能性がある。 

(2) WHOの見解 

世界保健機関（WHO）も、中国当局から提供されたウイルスの遺伝子情報を解析し、当初原因不

明と言われた肺炎は新型のコロナウイルスであると認定した。ウイルスの感染源や感染経路は調

査中であるが、SARS や MERS のコロナウイルスと多くの共通点があり、ウイルスのヒト－ヒト感染

について限定的であるが可能性は否定できないとしている。 
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(3) 日本政府の対応 

日本政府は、関係省庁連絡会議を開催し、厚生労働省を中心にした情報収集、検疫等の水際対策、

感染者への検査体制等、対応に万全を期すことを確認している。 

外務省は海外安全ホームページにおいて、湖北省武漢市のスポット情報として、新型コロナウイ

ルスに関する情報発信が継続的に行わている。現時点では、中国の武漢市を対象とする感染症危険

情報は出されておらず、渡航の自粛や制限等には言及していない。 

 

3. 今後、懸念されること 

(1) 感染者数の増加 

今年の中国の春節（旧正月）は 1/24～1/30 である。この大型連休の前後に延べ 30 億人が帰省や

旅行で大移動することが慣例になっており、既に移動が始まっている。武漢市は中国有数の大都市

である。高速鉄道網や航空路の要所となっており、国際空港の機能も整備されている。日本の成田、

中部、関空との直行便も運航されている。今後、武漢市のウイルス保菌者が空港やターミナル駅で

の水際対策を潜り抜け、ウイルスが広い地域に拡散する事態が懸念されている。 

(2) ウイルスの変異 

  武漢市衛生健康委員会が公表した情報によると、新型コロナウイルスの毒性は、現時点では弱い

ものと考えられる。感染力についても、ヒト-ヒト感染の可能性はあるものの連続的な感染について

は否定されている。今後注目すべきポイントは、現在のウイルスが何らかの原因により、重症急性

呼吸器症候群（SARS）や中東呼吸器症候群（MERS）のように強い毒性と強い感染力を持つよう変異

するか否かである。すなわち、感染者の致死率が著しく上昇すると共に、飛沫等を通じてヒトから

ヒトへ容易に感染する性質を有するようになるとパンデミック（世界的な大流行）に陥り、社会の

混乱や経済活動の阻害に繋がる。 

   

4. 企業における対応 

(1) 社員への指示 

春節の長期休暇中に社員が罹患しないよう、また、休暇明けに組織内で感染が拡がらないよう、

表 4 の感染予防策の観点で、注意事項を社員に周知しておくことが望ましい。 

表 4：社員に求める感染予防策 

分類 感染予防策 

基本行動 

□ 手洗い、うがい、咳エチケット（咳・くしゃみをする際に、マスクやティッシュ・

ハンカチ、袖を使って、口や鼻をおさえる）を励行する。 

□ 人混みには、できるだけ近づかない。人混みではマスクを着用する。 

感染地域 
□ 感染地域への不要不急の渡航を控える。 

□ 感染地域に渡航する場合、上司に事前報告する。上司は感染の有無を確認する。 
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感染の疑い 
□ 本人/家族で感染が疑われる場合は、速やかに上司に報告する。 

□ 速やかに医療機関を受診し、医師の診断・指示に基づき行動する。 

感染した場

合 

□ 感染予防の観点で、医師の許可があるまで出社しない。 

□ 医師の許可後の出社時には、マスクを着用し同僚との濃厚接触を避ける。 

(2) 事業継続計画やマニュアルの確認 

これまでの報道および当局発表から判断する限り、情報収集を継続すると共に、ウイルスが「強

毒性かつ連続的なヒト‐ヒト感染」の特性を有することが明らかになった場合に備え、既存の事業

継続計画やマニュアルの実効性等を確認しておくことが望まれる。 

一般的に感染症が蔓延した場合には、社員の感染予防策をとりながら必要な人員を確保する必要

性に迫られる。さらに、限られた人員の中で優先度を考慮しながら業務継続を行う必要がある。業

務継続のための事前対策例は表 5 の通りである。 

表 5：業務継続のための事前対策例 

分類 事前対策例 

対応組織の

設置 

□ 緊急対策チームの統括責任者を任命し、協力部門を明確化する。 

□ 緊急対策チームのメンバーを任命し、役割・責任や緊急連絡方法などを明確にす

る。 

継続すべき

重要業務の

明確化と 

対応策の検

討・実施 

□ 自社の重要業務や、その業務を支えるメンバーを確認する。 

□ どの部門或いは、どの業務（生産工程等）が事業継続に欠かせないかを確認する。 

□ 「在宅勤務」の可否を検討する。 

□ 重要業務の継続を確保するため、各担当者間でお互いにトレーニングを実施する。 

□ コアメンバーが欠勤した際の業務分担を明確にする。また出社不可能な状況を想

定し、代替メンバーへの教育・研修を事前に行う。 

サプライヤ

ー対策 

□ 重要な原材料を事前にストックしておく。 

□ サプライヤー、物流業者と非常時の原材料供給方法や運送手段を検討し、必要に

応じて代替業者の確保も検討する。 

感染情報や

予防知識の

周知 

□ 日常生活で注意すべき事項や、感染症予防の基礎知識などについて、社員向けに

教育を行う。 

情報の収集、

感染者等の

対策 

□ 医療機関のリストを作成する。 

□ 当局のホームページから最新情報をこまめに収集する。 

□ 感染症が流行している地域を行き来する社員のスケジュールを把握し、健康状態

を確認する。 

備蓄品の事

前調達 
□ 体温計、マスク、薬用アルコール、ハンドソープ等を多めに準備しておく。 



                                       

 

 

 

 5 

感染予防策

の整備・確認 

□ 手洗い、うがい、検温等の基本行動を日常的に行うよう指示する。 

□ 会議の制限、来客対応の制限、出張の制限、時差出勤等の感染予防策を整備する。 

 

以上 

 

インターリスク上海 総経理 石川智則 
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3. 北京市大興区衛生健康委員会公表資料 

4. 厚生労働省ホームページ 
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